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 1-1 研究背景 
 1990 年代のバブル崩壊後に、日本では多くの人々がホームレスになった。1993 年頃
から、新宿駅西口地下通路においてはホームレスのダンボールハウスが林立し始めた
（稲葉 2009）。1997 年の 8 月 16 日の朝日新聞に、ホームレスの急増も報じられている。
新宿福祉事務所における住所不定者の相談が、1993 年度から 1996 年度まで約 27 倍増
加していることが指摘されている。 



































































































































調査対象：福祉部-生活福祉課・保護担当課 相談支援係 藤掛様と職員2名 





























































































































































































1-3）。面積は 18.23平方キロ、人口は 339,188人（2016年 12月時点）である4。 
 
図 1-3 東京 23区 
（出典：東京都主税局ホームページ） 
 
                                                             
4新宿区ホームページ 










 現在の新宿区は 1947年 3月 15日に、かつての四谷・牛込・淀橋区が統合して成立し






 1945 年 5 月から 8 月にかけての東京大空襲は新宿区の様相を一変させていた。戦前
華やかだった新宿駅周辺、四谷、神楽坂、高田馬場も焼野原となり、大部分の地域が焼
失してしまった。戦災前、旧 3 区の戸数は 6 万 3295 戸を数えていたが、戦時中の建物
疎開や戦災で 5 万 6459 戸を失い、6836 戸を残すのみとなり、人口も戦前は約 40 万人







近くあったが、終戦時には約 7万 8000人と減少した。 






1997 年の 8 月 16 日の朝日新聞に、ホームレスの急増も報じられている。新宿福祉事




ムレス数は、東京都の「路上生活者概数調査」では、2004 年 8 月に 1,102 人、東京 23 
区で最多の状況だった。その後、支援の取組により漸減傾向が続き、2007 年 8 月に一
時的に増加したが、2015 年 1 月には 70 人と東京 23 区で 4 番目、2015 年 8 月の調











図 1-６ 東京 23 区別のホームレス数（出典：2015 年 8 月「路上生活者概数調査」） 
 
また、新宿区内のホームレス数の経年推移を見ると、新宿区内のホームレス数は、2015 
年 8 月の路上生活者概数調査では 99 人で、ピークときであった 2004 年 8 月の 1,102 









2015 年８月時点で、東京 23 区全体のホームレス数は、807 人で、2004 年 8 月


















































定のために「ホームレスの実態に関する全国調査（生活実態調査）」を、2003 年 2 月、
2007 年 1 月及び 2012 年 1 月に実施している。 
また、「ホームレスの実態に関する全国調査(概数調査)」は、2007 年１月以降毎年同
時期に実施している。 
表 3-1 都道府県別のホームレスの数 
（参照：2016 年「ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）結果について」） 
都道府県名 2016年調査 2015年調査 増▲減
大阪府 1611 1657 ▲46
東京都 1473 1498 ▲25
神奈川県 1117 1204 ▲87
愛知県 315 367 ▲52
福岡県 300 294 6
全国 6235 6541 ▲306  
2016 年調査でみると、ホームレス数は全国で 6，235 人となり、都道府県別では、大
阪府が 1，611 人で最大、次いで東京都が 1，473 人、以下、神奈川県 1，117 人、愛


















2002 年 8 月、ホームレスの自立の支援等に関する施策を総合的に推進す
るため「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法」が施行されました。
この法律は、施策の目標、国及び地方公共団体の責務、基本方針及び実施計
画の策定等について定めている。2012 年 6 月には、10 年間の時限法であ
った法の期限が 2017 年８月までさらに 5 年間延長された。 




















































●５施設定員３５４人新宿区利用施設『中央寮』 (2005 年) 
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市問題の一つとなっている。そこで、区は、2006 年に第 1 期の「ホームレスの自立支
援等に関する推進計画」を策定した。2010 年には「第 2 期 推進計画」、2016 年には「第






新宿区のホームレス数は、東京都の「路上生活者概数調査」では、2004 年 8 月に 1,102 
人、東京 23 区で最多の状況だった。その後、支援の取組により漸減傾向が続き、2007 
年 8 月に一時的に増加したが、2015 年 1 月には 70 人と東京 23 区で 4 番目、2015
年 8 月の調査では 99 人となり、東京 23 区で 3 番目となっている。 
一方、全国のホームレス概数は、国の 2007 年 1 月の「ホームレスの実態に関する全
国調査（概数調査）結果」では、全都道府県でホームレスが確認され、合計 18,564 人
である。特別措置法に基づくホームレスの自立支援の取組を継続したことにより、2015 
















2006 年 2 月には、「新宿区ホームレスの自立支援等に関する推進計画」を策定し、
新たに「拠点相談所：とまりぎ」「自立支援ホーム」「訪問サポート：地域生活安定促進
事業」を実施し、ホームレスの自立支援の取組を始めた。 























































場所：東京都新宿区5丁目18-21 第二分庁舎 1階窓口 






























































































































































































2001 年 5 月「もやい結びの会」設立集会・任意団体「もやい」設立 
2001 年 11 月「もやいニュース」第 1 号発行（現「おもやい通信」、年 4 回発行） 
2003 年 4 月法人格取得「特定非営利活動法人自立生活サポートセンター・もやい」
設立 
2004 年 6 月「サロン・ド・カフェ こもれび」開始 




2006 年 12 月 5 周年記念文集「日日是好日」発刊（廃版） 
2007 年 1 月「こもれびコーヒー」発売開始 
2007 年 9 月「Drop-in こもれび」開始 
2012 年 3 月自立生活サポートセンターもやい編「貧困待ったなし！ とっちらかり
の 10 年間」（岩波書店発刊） 
2014 年 3 月「Drop-in こもれび」終了 
2014 年 4 月「ランタンベアラこもれび」開始 


























































































































































































































































2015 年 10 月から新宿ごはんプラスの活動を通っていた（10 月３日、17 日、11 月７






表 5-2 新宿ごはんプラス相談会の人数報告（2015 年 10 月から） 
10月3日 10月17日 11月7日 1月16日 2月20日
ご飯を受け取った人 82名 68名 85名 80名 52名
相談につながった人 8名 7名 12名 13名 8名

















その日は 128 枚分のチラシを配った。 
 
5-5-3 インタビュー調査のまとめ 
日時：2016 年 11 月 30 日 19 時 30 分～20 時 30 分  
対象者：新宿ごはんプラスのボランティア M さん（もやい理事でもある） 
 
１、 新宿ごはんプラス結成の経緯 


















 新宿ごはんプラス全員の合計は 113 人で、これはボランティアセミナーを受けたこと
ある人と最初からいるメンバーの合計である。そのうち、定期的に活動に参加している
人は 65 人である。毎回相談活動に参加している人は平均１５、１６人である。 
 また、年間活動データは以下のように整理した。 
 












































プロジエクト」を結成し、2013 年～2014 年の年末年始は約 20 名に緊急シェルターの提
供や医療福祉支援を 2014 年～2015 年末年始には約 30 名に支援を提供した。 
 本来であれば、公的な支援を年末年始も途切らせないことが必要だと民間支援団体は
考えているが、この3年間、厚労省をはじめ関係機関に要望を重ねてきたが十分な成果
                                                             

































































新宿区におけるホームレスの現状： 新宿区のホームレス数は、2015 年 8 月の調査









































































































































































































http://www.npomoyai.or.jp/（最終閲覧日：2017 年 1 月 9 日） 
４、新宿ごはんプラスホームページ 
http://gohanplus.org/（最終閲覧日：2017 年 1 月 9 日） 
